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①「2020 年 2 兆円、2030 年 10 兆円」というグループ売上目標を達成可能にする新技術基

礎の構築、未来市場・未来製品の創造にむけた技術課題への取り組み 
②日本電産グループの技術力創出のコアとなって、グループ全体の製品開発及び生産技術

の向上に貢献 
③世界に通用する高いレベルの技術者養成機関 
 
特に、21 世紀型製造業を実現するために、工場・設備・物流・エネルギー分野のスマート

化と IoT 戦略を推し進め、ロボット並びにロボットの要素技術（制御、センサ、情報、先

端回路技術等）、人工知能、クラウド技術等の研究開発に力を入れて参ります。また、新材

料・新工法・新プロセスに加え、インダストリー4.0 やインダストリアルインターネット等

も見据えた生産技術の革新に積極的に取り組んで参ります。 
 
３．本研究所建設用地および施設概要 
本研究所新棟の建設に向け、京都府内外で広く候補地を検討して参りましたが、今般、け

いはんな学研都市にある土地の購入につき、所有者である SCSK 株式会社様と基本合意に

至りました。 
 
（１） 名称  
日本電産株式会社 生産技術研究所 
 
（２） 概要 
イ．住所       ：京都府相楽郡精華町 
ロ．敷地面積    ：約２７，０００平方メートル  (８，１６０坪) 
ハ．建物床面積   ：約３７，０００平方メートル (１１，２００坪) 
ニ．階数      ：４階建て 
ホ．投資予定額   ：土地・建物、設備等総額  約２００億円 

 
（３） 工事期間（予定） 
２０１６年１０月～２０１７年１２月 
 
（４）建設用地の立地 
けいはんな学研都市（正式名称：関西文化学術研究都市）は、京都、大阪、奈良の三府県

にまたがる丘陵地域に国家的プロジェクトとして整備されたサイエンスシティであり、京

都市･大阪市の中心部から 30km、奈良市の中心部から 10km の圏内に位置し、120 を越え

る研究施設、大学施設、文化施設などが集積しています。また、けいはんな学研都市は、

関西国際空港や京都駅・新大阪駅（新幹線）からのアクセスも良く、外国からの研究者・
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技術者招聘にも適しています。 
本研究所は、このけいはんな学研都市に位置することで、地域に集積する大学、研究機関、

企業との連携強化を企図するとともに、中央モーター基礎技術研究所（神奈川県川崎市）

と相互に分室を置き合い、川崎市とけいはんな学研都市を繋ぐことにより、日本の科学技

術振興の一翼を担います。 
 
（５）人員計画 
本研究所新棟には、生産技術を主たる生業とする関係会社及び先行開発に関係する技術者

を集約するとともに、本研究所の研究員として外国人を含む優秀な外部人材を積極登用す

ることにより、最終的には１０００人体制を目指します。 
 
 
* 前田正史氏 経歴 
1981（昭和 56）年 3 月  東京大学大学院工学系研究科金属工学専攻博士課程修了 

同 工学博士（東京大学）学位授与 
2005（平成 17）年 4 月～2009（平成 21）年 3 月 東京大学生産技術研究所 所長 
2009（平成 21）年 4 月～2015（平成 27）年 3 月 東京大学 理事・副学長 
2015（平成 27）年 4 月～            東京大学生産技術研究所 教授(現職) 
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